
転倒等リスク評価セルフチェック票マニュアル

メール配付

②労働者は配付されたセルフチェック票を使ってセルフチェックを行う。

結果が出力される︕項目に従って数値を入力すると・・・

労働者自身がセルフチェックを行うにはここまででも十分ですが、
ここからは、セルフチェック票を用いた集団分析の方法について説明をします。

①管理者は労働者に「転倒等リスク評価セルフチェック.xlsx」をメール等で配付する。

このマニュアルでは、セルフチェック票を用いた労働者自身のセルフチェックの方法と、
管理者によるセルフチェック票の集団分析の方法について説明をします。
※各データの入手方法は裏面をご覧ください。

※「Ⅰの計測」よりも先に「Ⅱの質問」を先に行うと計測と意識のズレが出やすくなるため、
より正確なセルフチェックを行うことができます。
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③管理者は労働者が実施したセルフチェック票を１つのフォルダに格納する。

データを提出

④管理者は「転倒等リスク評価セルフチェック票【集団分析用】.xlsm」を起動する。

格納用フォルダ
を用意する

※ファイル名に指定はありません

※格納用フォルダに「未入力のセルフチェック票の
データ」と「セルフチェック票以外のデータ」が
格納されていないことを確認してください



⑧出力した表の内容を元に集団分析の表とグラフが出力される。

⑦セルフチェックを実施した労働者の集団分析結果が表で自動で出力される。

⑥管理者は③の手順で格納したフォルダを選択して「ＯＫ」をクリックする。

⑤管理者は集団分析用データの「自動集計」ボタンをクリックする。

※「自動集計」ボタンのクリックだけではなく、手入力でも数字を入力できます。

転倒等リスク評価セルフチェック票等は以下のURLからダウンロードできます︕

https://jsite.mhlw.go.jp/hokkaido-roudoukyoku/hourei_seido
_tetsuzuki/anzen_eisei/anzen-kankei/saigai/_119991.html

北海道労働局HP「転倒災害防止対策の推進について」はこちら

※タブを切り替えると、年代別の分析結果や項目別の
分析結果を表とグラフで確認できます。

以下のファイルをダウンロードしてご使用ください

https://jsite.mhlw.go.jp/hokkaido-roudoukyoku/hourei_seido

